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ロ・カトリック」という T・S・エリオット (T. S. Eliot, 1888-1965) の発言
のうち、最後の「宗教においてはアングロ・カトリック」という言葉は、一
モダニスト詩人の宗教への傾斜を端的に伝えていよう1。事実、1927 年の改
宗以降、かれは『聖灰水曜日』(Ash Wednesday, 1927)、『四つの四重奏』(Four 
Quartets, 1944) 等、宗教色の濃い作品を書いている。 
女性のモダニズム詩人として時にエリオットと並べられるものの、彼に比
べると論じられることはごく少ない、と言われるイーディス・シットウェル 
(Edith Sitwell, 1892-1969) である2。その彼女にも同種の宗教への傾斜が見ら
れる3。シットウェルがローマ・カトリックに改宗するのは 1955 年であるが、
彼女の宗教への傾斜はもっと早くから作品中に見て取れる。前期の実験的作
風から後期の作風への過渡期の作といえる「黄金海岸の奇習」 ( “Gold Coast 
Customs”, 1929) においてすでに、また原子爆弾投下をテーマにした「原子




シットウェルの作品の中から「なお雨は降る」(“Still Falls the Rain”[1941]) を
扱ってみたい。バウラ (C. M. Bowra, 1898-1971) により「これまで第二次大
戦について英語で書かれた詩の中で最も深遠で感動的と呼ばれるに足るもの」
                                                     
1 T. S. Eliot, preface to For Lancelot Andrewes (1929. Faber Covered Edition, 1970), p.7. 
2 星野徹訳編『イーディス・シットウェル詩集』(思潮社、1993),百六十九-七一頁参照。 
3 改宗以前からのシットウェルの宗教性は、神学者(例えばダーシー師[Fr. Martin D’Arcy, SJ, 
1888-1976])・批評家(例えばケネス・クラーク[Kenneth Clark, 1903-83])らの認める所であり、
彼女自身もこのような評価をされていることを了としていたという。Victoria Glendinning, 
Edith Sitwell: A Unicorn Among Lions (Oxford University Press, 1983), p.315 














Still falls the Rain― 
Dark as the world of man, black as our loss― 
Blind as the nineteen hundred and forty nails 













ぶ直喩のうち、イエスの十字架刑に言及している最後のもの (“Blind as the 
nineteen hundred and forty nails / Upon the Cross”[ll.2-3]) が特に印象的である。
紀元 1 世紀にイエスの受難を引き起こしたのと同じ人間の倫理的盲目さが、
                                                     
4 C. M. Bowra, Edith Sitwell (Haskell House Publishers, 1975), p.35. 
















    Still falls the Rain 
With a sound like the pulse of the heart that is changed to 
                the hammer beat 
In the Potter’s Field, and the sound of the impious feet 
 
On the Tomb: 
                       Still falls the Rain 
In the Field of Blood where the small hopes breed and the human brain 
Nurtures its greed, that worm with the brow of Cain. 
       (なお雨は降る。 
人の心臓の鼓動でありながら 
     「陶工の園」で鳴る金鎚の音と 
化した音、あの墓の上を歩く 
不敬な者の足音のように。 
                なお雨は降る。 
小心翼翼とした希望が生まれ、 
      人の頭がその貪欲さを、 
カインの額をもったあの虫を育む、「血の畑」に。) 
 
「陶工の園」(“the Potter’s Field”)、「血の畑」(“the Field of Blood”) はいずれ
も『マタイによる福音書』27 章に由来する句である。同箇所によれば、イエ









不敬に(cf. “impious” [l.7])しか扱わぬことが、(the hammer) beat / (the 






初の殺人者として描かれるカインと結びつける(cf. “the human brain /Nurtures 
its greed, that worm with the brow of Cain”[ll.9-10]”)という見立ては、『黄金海岸
の奇習』の中でユダとカインを並べた(“Rich man Judas, Brother Cain”[Gold 









                                                     
6 “Still falls the Rain” を収めたのと同じ詩集中で同詩集のタイトルピースである “Street Song” 
中に “The Pulse that beats in the heart is changed to the hammer / That sounds in the Potter’s Field 
where they build a new world / From our bone…”（胸の中で打つ鼓動は／「陶工の園」でたてられ
る金槌の音に変えられる／私たちの骨から新たな世界を造るような）という一節がある。この指
摘は安藤一郎・高村勝治『英米現代詩の鑑賞』(研究社、1954)、pp.176-7 に負う。訳分は西川 
7 例えば寺澤京子「イーディス・シットウェルの「なお雨は降る」―Metaphor and Metonymy」
(神戸英米学会編『神戸英米論叢』第 21 号[2007])、p.19.  この点の相違にも関わらず、細部
の読み、また他のシットウェル作品とのクロス・レファレンスの点で、この寺澤論文に教えら





Rain/brain/Cain という脚韻により印象づけられている。  
 




に近づいている。 “Christ…have mercy on us” という句は、ミサにおけるキリ
エ(求憐唱)の語句を引いたものである。かつ「キリスト」の後に「毎日、毎







Still falls the Rain 
At the feet of the Starved Man hung upon the Cross. 
Christ that each day, each night, nails there, have mercy on us― 
On Dives and on Lazarus: 
Under the Rain the sore and the gold are as one. 
(なお雨は降る、 
     十字架にかけられた「飢えた人」の足元に。 
毎日、毎夜が十字架につけるキリストよ、 
     我らを憐れみたまえ。 
金持ちもラザロも。 
砲火の雨の下では、擦り傷も黄金も同じものとなる)  
十字架上のイエスを指し「飢えた人」(“the Starved Man”[l.12]) という呼称
が用いられているのが目を引く。聖書中にイエスをこの呼称の通り呼んでい
                                                     
8 安藤・高村氏は each day, each night を副詞句、nails については臨時的に受身的意味を伝える
自動詞と解している(安藤・高村、上掲書、p.177)。しかし each day, each night を nails とい
う他動詞の主語ととっても差し支えないのではないか。 


























                                                     
9 シットウェルは自伝 Taken Care of の最終章で、ハリウッドでの要件のためにロサンゼルス
を訪れた際、ロサンゼルスのスラム街でホームレスの人々を目にして “Every time I see a poor 
man, I see the Starved Man on the Cross” という感想を記している。Edith Sitwell, Taken Care of 
(Hutchinson of London, 1965) p.186.  なおこの指摘は寺澤、上掲論文、p.21 に負う。 
10 “Yet the time will come / To the heart’s dark slum /When the rich man’s gold and the rich man’s 
wheat / Will grow in the street, that the starved may eat,―/And the sea of the rich will give up its dead









てきた。「なお雨は降る」(“Still falls the Rain”[l.16])という連冒頭のリフレイ
ンが次行で「なお血は滴る、『飢える人』の傷ついた脇腹から」(“Still falls the 
Blood from the Starved Man’s wounded Side”[l.17]) と書き直される第五連にお
いては、十字架上のイエスの血への言及がより明確になる。「傷ついた脇腹





Still falls the Rain― 
Still falls the Blood from the Starved Man’s wounded Side:  
He bears in His Heart all wounds,―those of the light that died, 
The last faint spark 
In the self-murdered heart, the wounds of the sad uncomprehending dark, 
The wounds of the baited bear,-- 
The blind and weeping bear whom the keepers beat  
On his helpless flesh…the tears of the hunted hare. 
   (なお雨は降る。 
「飢えたる人」の脇腹から絶えず血が滴る。 
その人は胸の中であらゆる傷を負う―  
    光を失ってしまった者の傷、 
自らを殺めた者の心の中の 
最後のか弱い閃光、自分を包み込んではくれぬ悲しい 
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人は、この連ではっきりとユダを救済の対象にしている。「飢えたる人」はそ
の胸にあらゆる傷、「自ら殺めた心の中の最後のか弱い閃光」(“The last faint 
spark / In the self-murdered heart”[ll.19-20])の傷、「自分を包みこんではくれな
い悲しい闇ゆえの傷」(“the wounds of the sad uncomprehending dark”[l.21]) を
負う、というが、これは絶望の闇の中で自殺したユダへの言及であろう。続
く数行でユダは飼い主に容赦なく打たれる「熊いじめの熊」 (“the baited 









darkness comprehended it(=the light) not”とある]のエコーを認めたい)人類は、戦争
により互いを殺しあう、いわば類のレベルでの自殺に陥った。「自殺」という点
でユダと人類は重なる。また投下される爆弾は、炸裂し閃光を放ってから(cf. “the 














                                                     
11 このあたりの数行は、頭韻･脚韻に加え母音韻(特に[i:] [e]の繰返し。The wounds of the baited 
bear /The blind and weeping bear whom the keepers beat / On his helpless flesh…)による音声効果が
顕著な箇所である。安藤・高村、上掲書、p.179 
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Still falls the Rain― 
Then―O Ile leape up to my God; who pulles me doune― 
See, see where Christ’s blood streames in the firmament: 
It flows from the Brow we nailed upon the tree 
Deep to the dying, to the thirsting heart 
That holds the fires of the world,―dark-smirched with pain  










作『ファウストス博士』(Doctor Faustus) の最終場面(Act 5, Scene 2)、二十
四年間我意の限りを尽くした後、メフィストフェレスとの契約通り地獄に落
とされるファウストスの台詞からの引用である12。上の引用箇所の直後に「一




dying…the thirsting heart / That holds the fires of the world”[ll.28-9])に注ぎ込む、
しかもその心は「カエサルの月桂冠の様に、痛みで黒く汚れて」





                                                     
12 Doctor Faustus には A-text [1604]、B text [1614] の二種のテキストがある。シットウェルが依
拠しているのは A-text であろう。B-text には彼女が引用している二行のうち、後半の一行がない。
前半の一行はいずれのテキストでも、“O I’ll leap up to God! who pulls me down?” と who 以下が疑
問文であることが明確になっている。David Bevington and Eric Rasumussen (ed),Christopher 
Marlowe: Doctor Faustus (A-and B-texts [1604, 1616]) (Manchester: Manchester University Press, 1993), 
p195, p283. 













第一連から第六連まで一貫して冒頭に「なお雨は降り注ぐ」(“Still falls the 
rain”)というリフレインが置かれていた。しかし最終連では「雨」の音にイエ
スの声(“the voice of One”[l.31])が取って代わっている。第二連で爆弾の投下
音の中に人類の罪を聞き取っていた詩人は、詩のこの最終部分で同じ投下音
の中に、贖罪主本人からの愛の嘉信を耳にしていることになる。 
  Then sounds the voice of One who like the heart of man  
Was once a child who among beasts has lain― 










                                                     
13 この詩についてシットウェル自身が語った言葉の中に「絶えず降る雨は…罪ある者の上に
も罪なき者の上にも下る(falling upon guilty and guiltless) という箇所があるが、guilty and 
guitless を the just and the unjust と書き換えれば、そのまま『マタイによる福音書』5:45 の文
言(欽定訳では He[=God]…sendeth rain on the just and on the just)と重なる。Sitwell, Collected 































                                                     
14 この箇所について、寺澤氏はこの詩のサブタイトルに「夜と暁」(”Night and Dawn”)という
句が含まれていることに注意した上で、詩人がキリストを描く視点が「第 4 連ではキリストの
足もと、5 連ではわき腹、そして 6 連ではキリストの額」に上昇しており、これに伴い詩の中
の時間が「闇から暁へ移行していく」と指摘している。寺澤、上掲論文、p.24.  
15 ジョン・レーマン著、安田章一郎訳『イーディス・シットウェル』(英文学ハンドブック―
「作家と作品」No.19: 研究社, 1956)、四十頁。 
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Meeting with Poets (F. Muller, 1968), p84.; quoted in Glendinning, p.314. 
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